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2010 年12 月 ８ 日付け でPISA2009 の結果 が発 表され た。数 学 リテ ラシ ー－･での 口本の平均得

点 は529 点 で、PISA2003 の 平均 得点534 点 を下回 り、また、岡際 順位 もPISA2003 の ６位には

及 ばない ９位であ った。 た だ、得点水 準２未満 の割 合がPISA2003 での13.3 ％よ り若 干改善 さ

れ 、12.5％に なった 。 しかし 、PISA2009 で 水 準２未満の割合 はフ ィンラン ドでは7.8 ％、 韓国

で は8.1 ％で あった ことに比べ ればまだ まだ多く、こ の屑を如 何に減 らす かが課題 といえ よう。

私 の試算で は、こ の水準の生 徒の割合 がフィン ランドや韓国並 みになれば、そ れだけで 口本の

平均 得点が ４点 上 昇し、国際順 位 ８位 のスイス とほぼ肩を並べ るところまでに なる。 なお、 今

回 のPISA 調査 の得点 がPISA2006 より上回 った ことの原因 を2002 年の 「学 びの勧め 」や 学習

指 導要領 の妓 低 基準化 に求め た り、1998 年 学習 指導 要領で総合 型学 習を推 進した ことに 求め

る 意見もあ るが、私は 、学力 低位層が若 干とはい え減少 した こ とに象 徴される よ うに、多く の

道府県 で、少人数 学級制 を導入 し、き め細かい授業 が艇開 された ことにある、とと らえて いる。

PISA2009 に は、［|本 の算数 ・数学 教育に よって の課題で あ る、 将来、数 学を使 う職業に 就

く希望 があ るか、を含 め、数学 に対す る学習意欲が どう改善 したかを 直接的 に確か める調査 項

目は用 意 され ていな い。 た だ、「趣味 で読書 をす ることは ない」 とす る生徒 が44.2 ％で、こ れ

はオ ランダ の48.6 ％に 比べれ ば、ホ ットす る 数字で はあ るが、韓国 の38.5 ％、台湾 の17.3 ％、

上海 の8.0 ％とい った数 字 と対比 した とき、 愕然と させ られ る。 口本 で生徒 の学習離 れが問題

に され てか ら幾久 しい 年月 が流れ、ま た、学習指 導要領 も1998 年版 で総合 型学 習を導入 し、

さらに 、2008 年版 では数 学的 活用 も重視す ることを 詠っ た。 こ うした、「上か ら改革」が、今

後、 ど う実を結 んでい くか注 視した い。

さて 、PISA2009 で は生徒 の礼 会経 済文化的 背景 を指 標化 し、そ の指 標に よって区 分した 階

脳別得点 分布 も、一部 の国について であ るが 、扱ってい る。 日本の社 会経済文化的背 景の 上位

25％群 と下位25 ％群の数学 的リテ ラシー の得点 差は、 フィンランドの54 点や 香港の63 点に は

及 ばない もの の73 点 と開 きが小 さい方に 位置してい る。 ただ、経済 力格差 と学力格 差につ い

ては、 私 も、東 京区 部につ い て、2005 年秋 に実施 され た東 京都 の学力 調査で の小学 校算数 の

平均得点 と新築集合 住宅 の売り出 し価格の間に 非常に強い 相関 があ ることを報告 した ことが あ

るが（「森川箆太郎の算数教育図書室」ぬ 必２Ｌ!匹ｓ 箆吐血吐菰no 吻oiyｍ叫ｋｗll.htｍ）、依然 として大 きな問

題 であ る。 今回 の調査で もJ.Ｂｅｃｋｅrさ んが 主宰 されてお られるメー リングリス トを通 して、 次

のよ うな 報告を 口にした。

アメリカでの調査対象校を、そのそれぞれに在籍する生徒の中で給食補助を受けているを割合で区

分し、それぞれの区分での平均符点は、補助を受ける生徒の割合が10 ％未満の学校では551 点、以下。

10-25％→527 点、25-50％→502 点、50-75％→471　 点であった。

経済格差と学力格差に関わる間題が解決できる日のあることを信じて研究活動を続けたい。
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